
 

 

 

 

 
「入試」から考えるこれからの教育～次期学習指導要領の方向を見据えて～ 
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２月のとある高校入試当日の朝。千歳烏山駅周辺で、緊張した面持ちの何人もの芦花中生とすれ違いまし

た。はっと顔を上げて、「校長だ」と気づいてくれる生徒もいれば、一点を見つめて、非常に集中した表情で

歩いていく生徒もいました。普段は、「おはよう！」と元気に声をかけるのですが、周囲にも同様の面持ちの

他校生がいる中で、気楽に声をかけるのが憚られるような気がして、目が合った生徒には「がんばれ！」と

いう気持ちを込めて、強くうなずき返すことしかできませんでした。 

 大人達は、すでに人生の中で、何度も「試験」というものを潜り抜けてきましたが、多くの公立の中学３

年生にとっては人生で初めての経験になります。本校の３年生に対しては、昨年末から校長面接練習を行う

ことなどを通して、その緊張を一緒に味わってきました。中には、校長・副校長と複数回の面接練習を自主

的に希望して、しっかりと対策をしていた生徒もいました。私個人としては、入試に向き合うことは、自分

自身の成長のために、とてもよい機会になると肯定的に捉えています。今回の入試で、志望通りに決まった

人も、決まらなかった人も、目標に向かって努力すること、それが思うようにいかない場合でも、折れずに

進んでいくことなどは、これからの人生の中で必ず糧となる経験になります。 

 現在は、多様な進路先があり、また、様々な進路選択方法もある中で、一人一人が自分自身としっかりと

向き合って、中学卒業後に進む道を選んでいます。その中で、社会に通用する「学力」が再定義される現在

は、当然のことながら入試で問われる力も変化しています。今年の「大学入学共通テスト」についても同様

の傾向が感じられました。高校おいて学習指導要領が全面的に実施されてから２年目となる今年度の「大学

入学共通テスト」は、おしなべて難化傾向が進んだと言われています。かつての「大学入試センター試験」

以来、文系出身の私でも解ける科目のいくつかは、毎年解答に挑戦しているのですが、確かに「解きにくい」

と感じる問題が多かった気がします。私の専門教科である「国語」については、かつては一つの題材を深く

じっくりと読み解けば「正解」とされる選択肢にたどり着けたのですが、最近は、題材の文章だけでなく、

それに関連した様々な「資料（絵本やインタビューなど）」や「データ（図など）」なども併せて読み解き、

比べないと正答にたどり着けなくなっています。他の教科も同様で、非常に多くの文章や資料（「歴史総合」

では、漫画『ベルサイユのばら』から出題など）を時間内に素早く読み解き比較させる傾向があるようです。

中学校の授業は、決して入試対策のために行っている訳ではありませんが、国が実施するテストが計ろうと

している「学力」の方向性について、意識しておく必要はあると考えています。 

 では、なぜこのような出題傾向になっているのかというと、やはり身に付けるべき「学力」が変化してい

ることが理由となっています。かつては、知識や経験を教室の誰よりも豊富に持っている教師が、それを授

けることが「授業」でした。しかし、現在は、情報はいくらでも手に入る時代であるため、情報の集め方、

整理の仕方、情報の構造化、議論のファシリテートなど、ガイド役になることが教師の役割とされています。

そう考えると、今年の「大学入学共通テスト」の出題のされ方も納得がいき、そのための学習や授業の方策

も見えてくるのだと思います。今、国は１０年に一度（来年の今頃に）告示される予定の次期学習指導要領

の改訂作業を進めています。その方向性を見定めるために、私自身も様々な場面で学んでいるところです。

変化し続ける今の世の中において、芦花中生徒の教育のために、教師も生徒も一緒に学び続ける、そんな学

校でありたいと思う今日この頃です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プラネタリウム鑑賞教室（２年生、I 組）】 
２月３日（火）２年生と I 組がプラネタリウム教

室に出かけました。芦花中学校の校庭から見た太

陽や星の動き、この季節に見える星座などについ

て学びました。最後は宇宙旅行のオマケもつい

て、ロマンチックな学びの時間でした。冬は星を

眺めるに

は最高の

季節だそ

うです。

防寒をし

て空を観

てみまし

ょう。 

【校外学習事後学習発表会（１年生）】 
２月１６日（月）１年生が、「下町校外学習事後

学習発表会」を実施しました。実際に訪れた場所

や、そこで学んだことを班ごとに、屋台村形式で

体育館で発表しました。自分たちが設定したテー

マについて探究

したことを、聴

いている人にわ

かりやすく伝え

る工夫をしてい

ました。保護者

の皆様、ご参観

ありがとうござ

いました。 

【保小中合同避難訓練】 
 ２月１６日（月）、火災を想定した避難訓練が行
われました。今回は、区より配布されたヘルメッ
トを着用した、初の避難訓練でした。また、今回
は、いつも合同で実施している芦花小学校に加え
て、同じ複合型施設となっている八幡山保育園か
ら、約１００名の園児のみなさんも一緒に避難を

しました。煙
から身を守る
ために、ハン
カチなどで口
を押さえるな
ど、みんな真
剣に取り組む
ことができ、
大変立派でし
た。 

【保健体育科 ダンス発表会（２年生）】 
 ２月下旬、２年生保健体育の授業でダンス発表
会が行われました。この日に向けて、グループご
とに、自分たちで曲選びや振り付けなどを考え、
練習に励んできました。開催ポスターも自分たち
で手作りし、校長先生や授業の空いている先生方
にも見に来てもらえるように告知を行いました。

見ている
生徒の温
かい応援
や盛り上
げる声
に、クラ
スの絆を
感じたダ
ンス発表
でした。 

 

３日（火）I 組新入生説明会          １０日（火）卒業式練習始 

４日（水）職員会議、出張児童館       １１日（水）全校朝礼、専門委員会、中央委員会 

校内フリースペース        １３日（金）卒業式予行、 

７日（土）土曜授業日、プロジョブトーク   １６日（月）生徒会朝礼、３年生を送る会 

保護者会             １９日（木）卒業式 

I 組 新入生保護者説明会      ２０日（金）春分の日 

９日（月）振替休業日            ２５日（水）修了式 

                                   

         

              

                  

生徒の活動の様子 ~桜の蕾も、花を咲かせる準備を始めています～ 

 

【給食室設置工事 延期のお知らせ】 

 

３月の予定 

 

現在、体育館棟１F に、芦花中学校専用の給食室新設工事を行っています。この度、世田谷区教育委員会
より、下記の通り、延期になるとの連絡が入りましたのでお知らせいたします。 
 
◎当初の計画 
令和８年２月末、給食室設置工事完了。４月より自校給食開始。 
⇒変更後 
令和８年７月末、給食室設置工事完了。９月より自校給食開始。 
 
なお、令和８年４月～７月の給食については、現状通り、芦花小学校との親子給食を継続して参りますの
で、ご家庭に昼食を準備していただく等のご負担をおかけすることはありません。生徒の安全を最優先に
工事を進めております。ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
 


